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キュｰネンの生涯と業績

A･N･K七PPERs(ドイツ連邦共和国地質調査所)･鈴木尉元(燃料部)

YasumotoSU囲UKI

まえがき

1920年代からインドネシアとその周辺海域は地球科

学において最も注目される地域の一つにたった.それ

は当時インドネシアを植民地としていたオランダの地

瑳科学者によって地球科学において革命的た発見がた

されそれをもとに従来のヨｰロッパを中心に発展し

てきた地球科学像が書き改められ始めたからである.

その後今日にいたるまでインドネシアをはじめとする

太平洋西側に発達する島弧は地球科学的に最も重要た

地域とたっている.

そのようたきっかげを作ったオランダの地球科学者の

業績やその科学的た生き方は島弧の一角で活動する我

々日本の地球科学者にも教えられるところが少たくない

ように思われる.このオランダの代表的た地球科学者

の一人にキュｰネソがいる.彼は先駆的た数六の研

究をてがけたがとくに乱泥流堆積物に関するものは

現在にいたるまで高い評価が与えられている.そこで

以下にGeo1ogieenMijnbouw誌に掲載されたヴァ

ン.ストラｰテソ(L.M.J｡皿VanStraaten)の追悼記事

(InMemoriam)をもとに彼の人と業績を紹介Lよう.

写真1

キュｰネン

(PH.亘.KUEN酬)

生い立ち

キュｰネソ(Phi1ipHenryKUENEN)は1902年7月2日

スコットランド(Scot1and)のダンディｰ(Dundee)に生

まれた(写真1)｡父は大学で物理学を教えていた.

1907年両親とともにライデン(Leiden)にでかげたの

がきっかげで地質学に興味を持つようにたり8歳にな

る頃から石集めを始めたという.

その後ライデン大学に進み地質学を専攻するにいた

る･後年構造地質学考として名をだしたドゥ･ジッタ

ｰ(DESI･丁囲1))やウムフロｰフェ(U皿B蝸｡個2〕)は同級

生であった.初めはヴァン･マルティ:■(TANMAB.IN)

教授に師事してインドネシアのティモｰル(Timor)

島の新生代貝化石を研究したがこれは未完成に終っ

た.1922年からはマルティン教授の後任のエスハｰ

(EscH囲)教授に師事して南アルプスに属するイタリ

ア北部ルガノ(Lugano)湖南西の地質学的岩石学的

研究に従事しこの研究により1925年には23歳で博士

の学位をえた.1925年軍務に服した.所属は空軍

で監視の役目であった.

大学生活

軍隊から帰り1926年から34年までライデン大学で

助手をつとめた..

キュｰネソはイマジネｰションが豊かで三次元的

なまた四次元的たイメｰジを描くのにたいへん優れて

いた･また手先が器用だったこともあって実験地

質学に興味をもった.ニスハｰ教授も同じような興味

の持主でその点でたいへん良い先生でありまた協力

者でもあった.

実験地質学に関する最初の論文は1926年にかかれた

砂丘の形態に関するものであった.ついでエスハｰ数

1)構造地質学の教科書Structura1Geo10gy(1956)の著者として知られる.

2)Structura1historyofEastIndies(1949),Pu1seoftheearth(1942,第2版1947),の著者
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援と共著で岩塩ドｰムにともたう摺

曲に関する論文さらに火口丘の形態

に関する論文を書いた.キュｰネソ

はエスハｰ教授の影響もあって火

山について生き生ぎしたイメｰジを描

いていた.

キュｰネソは1929年から30年にか

けてエスハｰ教授の推薦によりス

ネリウス(Sne11ius)号による海洋調査

旅行に参加しインドネシア東部の島

じまの調査をおこなった(図2)･こ

の調査において彼は火山珊瑚礁

海底堆積物並びに海底地形に関する記

述を担当した.この過程で海底地

形がヴェニ:■グ･マイネス(V酬∫NG

M醐N醐)による重力分布と深い関係

を持つものであることをみいだした.

この調査旅行の経験は後年の彼の仕

事に大きな影響を与えることになる､

1934年ポソネマ(BoNN㎜A)教授

のあとをついでフロｰニンゲン(Gro-

ningen)大学に席をえた.この時代

フロｰニンゲン大学においては地質学

は非常に軽視され1932年には地質学

教室は廃止されていた.ボソネマ教授

は生物学専攻の学生に地質学の講義

をしていたのである.したがって

教える仕事はそれ程大きた負担にはたらず

没頭することができた.

いて

に講師に昇進した.43年

にしたがって準教授に昇進したけれども

た.この時期

あったためである.1943年

た時学生グルｰプは

ソに教えをこいにやってきた､

教育をしたけれども

上してしまった.

たが

第二次大戦後

一スが設けられたが

った.この時代

1987年8月号
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図1ヨｰロッバの地図

学間研究に

研究成果はたいへんに優れて

多くの人々の注目をひくものであった.1939年

結晶学と鉱物学専攻のデルプストラ(丁囲ps冊A)ととも

デルプストラは大学の規定

キュｰネソは

母が敵国イギリスの出身であったために昇進を拒否され

オランダはナチス･ドイツの占領下に

ライデン大学が閉鎖され

フロｰニンゲン大学のキュｰネ

キュｰネソは熱心に

ナチス･ドイツ政府はそれを禁

1946年キュｰネソは正教授に昇進し

発令は1943年にさかのぼってたされた.同時に

フロｰニソゲ:■大学の地質学教室も復活した.

フロｰニンゲン大学にもマスタｰ･コ

ドクタｰ･コｰスは設けられたか

地質学専攻の学生と同時に生物学

や地理学専攻の学生向けにも講議をおこたった.キュ

一ネソは教室を大きくするとか自分の学派を作るこ

とにはあまり熱心ではなかった･結局地質学教室の

学生数も1966年までにたった3人という有様でキュ

ｰネソの学派はできなかった･彼は研究にはひじょう

に情熱を傾けたが教育にたいしてはあまり熱心ではた

かったと言えるであろう.

業績

キュｰネソはライデ:■大学時代にすでに30編の論

文を書いている.その後フロｰ二1■ゲン大学で150編

にのぼる論文を発表している､この申には何編かの

単行本も入っている･もっともよく知られているのは

“MarineGeo1ogy"で海洋地質学の先駆的なまた標

準的な教科書として広く用いられた(写真2).この本

の出版は1950年でその後の海洋地質学の発展はめざま

しく今では時代おくれにたりほとんど読まれたくた

りキュｰネソはこの本の改訂は行わなかった.

キュｰネソは1941年スネリウス号による航海調査に�
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写真2MarineGeology
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図2スネリウス号航海地域の地形断面位置図

基づいて“インド海盆"を著した.これは彼の目記や

手紙をもとに書かれたもので若い目にうけた新鮮な感

動が生き生きと描かれている･この本によってキュ

ｰネソが学問的た能力だけでたく一般向けの本を書く

たいへんた能力の持主であったことがわかる･

1947年には英語で“水の循環"を出版した.この

本は非常に重要たものであるがあまり評価されたかっ

た.同年ヴァン･デア･フレｰク(YAND囲VLERK)

と共著で一般地質学の本“地球の秘密"を出版した.

この本の主要部分はキュｰネソによって書かれた.

キュｰネソはフロｰニンゲン大学において様ざま

た分野の研究を手がけた｡堆積物に関する地球化学的

計算海面の上昇･下降に関するもの海岸線の変遷と

河川のメアンダｰの形との関係に関するもの海面の上

昇･下降とスランピングの形態との関係を論じたもの

プティグマティック摺曲に関するものたどひじょうに

幅が広い･またマントル対流による地向斜･造山帯

形成の実験的研究も手がけている.この種の実験は

アメリカのグリッグス(GRIGGs)によるものがよく知ら

れているがそれよりも時期的に早いものであった.

しかし何といってもキュｰネソのもっとも重要た貢

献は混濁流すたわちタｰビディティｰ･カレントに

よって形成された堆積物に関する研究である.この混

濁流はアメリカのデｰリｰ(Dム皿)により提唱された

ものである.デｰリｰは海底谷(submarinecanyon)

も混濁流によって形成されると考えたがキュｰネソは

それに対しては疑問をもっていた.この混濁流とそれ

によって形成された堆積物に関する研究はたいへん実

りの多いもので約50編の論文が書かれた･このうち

でもっとも古典的たものはミクリオリｰ二(MI肌Io･

RINI)との共著にたるものである.この論文3)はアベ

ニン(Appenine)山脈マチｰニョ(Macigno)地域の調

査にもとづくものでこの中で級化層は混濁流によって

形成されたものであることが主張されている･キュｰ

ネソの混濁流に関する論文は後に非常に欠きた影響を与

え混濁流によって形成されたタｰビダイトに関する考

え方は現代堆積学の重要な柱にたっている里).たお

タｰビダイトの砂岩内部構造の研究はキュｰネソにより

手をつけられたがバウマ(BoU眺)によって定式化さ

れ現在バウマ･シｰクェンスとよばれている･この

パウマはキュｰネソの数少たい弟子の一人である･

キュｰネソの研究は大体において机上と実験室で行

3)P亘･H･KUENENandC･I･MI肌IoRINI(1950)Turbiditycurrentsasacauseofgradedbedding.

4)タｰビダイトという用語は,P且･H･KUEN瓦N(1957)JomGeoL65,231によると,C.P.M.FR肌INcKによ最初に用いら

れたということである､
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われた.しかし野外における監察眼も鋭く他のひ

とに先がけて様序た現象を見つげだした･また必要

があれぽどんた条件が悪かろうと野外で頑張った･

第二次大戦後イギリスのコｰンウォｰル(Comwa11)

の海岸での巡検の際潮が急に上がってきて他の人は

びっくりしたがキュｰネソは上着までびしょ濡れにた

りたがら平然としていたという.

キュｰネソの研究は一般にあまりお金のかからない

ものであった.実験もずい分手がげたけれども装置

はいつもひじょうに簡単たものであった.フ回一二ソ

ゲソ大学を訪れた外国人は広い部屋τこ簡単た実験器具

しかたくて驚いた･Lかしその結果はたいへん立派た

ものでオランダ政府やフロｰニンゲン大学にとってキ

ュｰネソはたいへんた誇りであった･

そのようた貢献によって1946年にはオランダ王立科

学アカデミｰ会員ロソドソ地質学会会員に推薦され

た.その後ベルギｰ･イギリス･スウェｰデン･ア

メリカ次どの外国学会の名誉会員アメリカ芸術科学ア

カデミｰの会員ニュｰヨｰク科学アカデミｰの会員に

推薦された.またデュモン(DU皿｡｡｡)ワｰクスボ

ｰト(W蛆鵬scHooT)ヴァン･デア･グラハト(YAN皿ER

GRAc亘丁)ペソロｰズ(P酬R0sE)シュタイマン(S皿エN一

皿ANN)ウォラストン(W0LLAsToN)シェパｰド(SHE-

p畑n)メダルを与えられた.さらにダブリン(Dublin)

大学エクステノレ(Exter)大学クラカウ(Krakau)大

学の名誉博士号を授与された.またその功績により

オランダ政府からライオン勲章を授与され騎士に列し

られた.

人となり

キュｰネソはたいへん精力的でありまた義務感が

旺盛で義務感のたい人は好きでたかった･あまり努

力しない学生にとってキュｰネ:■のところはあまり居

心地のよいものではたかった･他人のためにはよく忠

告した･自分とは異なる意見に対しては積極的に反

対意見を述べた.

キュｰネソをよく知る人に対してはたいへん親切で

あった･とくにアマチュア地質家に対してはたいへん

心を遣い彼らからはひじょうに愛された･専門的た

問題についてもたいへんユｰモアをもって話した.

晩年

1967年夫人を失ったことはキュｰネソにとってた

いへん欠きた衝撃であった.さらに1970年には追い

1987年8月号

写真3キュｰネソ記念のレリｰフ

うちをかげるようた衝撃が待っていた.それはオラ

ンダ教育科学省によって打ち出された大学の統合政策に

よるフロｰニンゲン大学の地質学教室の廃止であった.

彼は全力で反対した･5人委員会(後に10人委員会)を組

織し1971年11月教育科学省と大学問の話し合いをリｰ

ドした.この間キュｰネソは精神的なストレスにより

神経衰弱とたり仕事を制限したけれぼたらたくたった.

1972年キュｰネソは静かに停年退職した.1976年

にはナｰルデソ(Naa.d.n)の養老院に入った.その

後も神経衰弱はたかだか回復しなかった･1976年動脈

瘤のためにライデンの病院に入院し手術を受けだがそ

のために亡くたってしまった.1976年12月17日のこと

であった.ヴァン･ストラｰテソ(vANST趾AT酬)の追

悼の辞はr彼と供に地質学は一人の偉大た人を失っ

た｣と結ばれている.

フロｰニンゲン大学地質学教室にはキュｰネソを記

念してポｰランドのカルパチア中脈に分布する漸新世

クロスノ(Krosno)層のタｰビダイトの底痕がレリｰ

フ(100×60cm)として飾られている(写真3).

ポｰランドの人達はキュｰネソの影響のもとにタ

ｰビダイト砂岩の底面に残されている底痕などを用いて

カルパチア山脈の古地理的変遷の様子を生きいきと描

きだした.シュリソスキｰ(DzULYNsKI)クシアッケヒ

ッチ(KUsIAzKIEwIc胚)だと堆積学の分野で国際的に知

られている人も少たくたい.
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文献:YANS冊A畑酬,L.M.J.U.(1977)InMemoriam.Geo-

1ogieenMijnbouw,vo1.56,no.1､,p･1～3.(オラ:■ダ語)�


